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Q１ 現在の仕事の内容を教えてください。 
 産業動物（主にウシ）の繁殖に関わる二次診療や検診などの臨床業務、臨床
バイオマーカーによる雌雄の繁殖機能評価法の開発研究を行っています。特に
最近では、抗ミューラー管ホルモン（anti-Müllerian hormone: AMH）を 
利用した雌雄の繁殖性予測に着目しています。 

Q２ 研究者（教員）になったきっかけは何ですか？ 
 産業動物の臨床現場に身を置いていた際に、排卵コントロール～人工授精
～妊娠～分娩に関わる臨床業務を通して、それぞれの事象をもっと深くみて
みたくなったのがきっかけです。 



Q３ 今、気になっていることを教えてください。 
 ２歳になった双子の息子たちと、どのようにしたら意思疎通ができるのか、
日々、考えてます。 

Q４ 研究者を目指す学生の方へのメッセージがあれば。 
 畜産分野における研究者を目指されている学生の皆さん、一度だけとは申
しません、二度、三度…と機会のあるたびに、是非、実際の生産現場に足を
運んでください。その時、皆さんが目指すべきもの、あるいは将来の皆さん
の成果がはっきりと見えるはずです。 
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